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2月9日、十三湖中の島駐車場を会場に行われた

｢白鳥まつり」での、雪上綱引き大会のひとコマ。

腕には力が入るものの、足場が滑り、参加者は悪

戦苦闘。

「ヨイショ・ヨイショ」のかけ声も空回り・・。
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広報必うら（2）

市町村合併に関ヨる一一種垂』態蓼凌i霧謹ｦ,顕

…－卜冤
をお知らせしきヨHgF
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ました、各地区の行政連絡員のみなさん、

アンケートに回答くださいました、村民の

みなさんご協力ありがとうございました。

。
■
Ⅱ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
９
６
白
Ⅱ
Ⅱ
９
Ｇ
日
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
ａ
０
Ｂ
０
分
ら
■
Ⅱ
■
。
■
Ⅱ
Ⅱ
■

昨年12月に村民を対象に実施した「市町

村合併に関するアンケート調査」の結果が

まとまりましたので、お知らせいたします。

調査用紙の配布、回収にご足労いただき

唾
問4．あなたの就業地・通学地について

該当するもの
問8．あなたは市町村合併にどの程度関心

を持っていますか。

アンケートは村内世帯（1,08

8世帯）に配布し、556世帯から

回答があり、回収率は51.1％と

なりました。

●●

問1．あなたの性別に該当するもの。

問5．あなたは生れてからずっと市浦村
に住んでいますか。

問9．問8で「非常に関心がある｣、「関
心がある」と答えられた方にお尋
ねします。特に関心の高い事項は
何ですか。（複数回答）

問2．あなたの年齢に該当するもの。

問6．あなたがお住まいの居住地区につ

いて該当するもの。

問3．あなたの職業に該当するもの。

H10．問8で「あまり関心がない｣、「ま
ったく関心がない」と答えられた方
にお尋ねします。その理由として上
げられる事項は何ですか。(複数回答） 問7．あなたは「市町村合併」という言

葉を知っていますか、それはどこ

で知りましたか。（複数回答）
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就業地‘b通学地 同答青数円 割 合

①村内 239 748％

②五所川原市 3 09％

③北津軽郡内 50 156％

④西津軽郡内 3 09％

⑤宵森市 2 06％

⑥その他 13 4 1％

無回答 10 31％

計 320 1000 %

回 管‘ 同答者数 割合

①非常に関心がある 103 185％

②関心がある 185 333％

③あまり関心がない 140 252％

④まったく関心がない 15 2 7％

⑤どちらともいえない 57 103％

⑥わからない 38 68％

無回筈 18 32％

計 556 1000％

性別〆 回窒者数 i割：合

①男 304 54.7％

②女 225 405％

無回筥 27 48％

計 556 ､10060%

回 答 回答審数 割合

①生まれてからずつと
住んでいる

247 44．4％

②村外で住居経験がある 161 29．0％

③県内の他の市町村か
ら転入してきた

96 17．3％

④県外から転入してきた 23 4．1％

無回琶 29 5.2％

計 556 100.0%

回 答 録画雲数 割合

①市町村合併の対象市
町村がどこか

199 21．6％

②合併に伴う識会の橘
成など

74 8．0％

③合併を問う他の市町
村の動向

90 9.7％

④合併の目的 108 11．7％

⑤合併に伴う行政サー
ビスの変化

158 17．1％

⑥合併後の税金など 113 12．2％

⑦合併に伴う行政名称
など

46 5.0％

③合併後の役所位麓など 123 13．3％

⑨その他（具体的に） 8 0．9％

無回答 5 0．5％

計 924 100.0%

年 齢 同竺考数 副合

①10代 0 0.0%

②20代 16 29％

③30代 48 86％

④40代 99 178％

⑤50代 114 205％

⑥60代 132 237％

⑦70歳以上 135 243％

無回筥 12 22％

計 ,556 1000%

地区名 回答者数 割 合

①相内地区 175 31.5％

②太田地区 47 84％

③桂川地区 9 16％

④磯松地区 62 111％

⑤脇元地区 116 209％

⑥十三地区 131 236％

照回筥 16 29％

計 556‘1000％，

園種． 回答雪数 副合≦

自
営

①農林水産業

②製造業、建設業

③卸小売、飲食業

唾
ス

の他のサービ

85

15

24

22

15．3％

2．7％

4.3％

4．0％

勤
め

⑤麗林水産業

⑥製造業、建設業

⑦卸小売、飲食業

⑧その他のサービ
ス業（公務員を
含む）

12

61

3

64

2．2％

11．0％

0.5％

11．5％

そ
の
他

⑨バートタイ
アルバイト

ム、

⑩専業主婦

⑪無職

②写生

(③その他

18

64

156

0

8

3‘2％

11．5％

281％

00％

14％

無回答 24 4 3％

計 556 1000％

回 答 総回答数‘ 副合

①現在の
ている

生活を重視し
49 17．6％

②変化を望んでいない 35 12．6％

③期待をしていない 53 19．1％

④行政が行うこと 19 6．8％

⑤生活に直接関係ない
と思う

32 11．5％

⑥内容がわからない 40 14．4％

⑦合併のイメージがわ
かない

47 16．9％

⑧その他（具体的に） 2 0.7%

無回琶 1 0．4％

計 278 100.0%

回 苔 鍵回答数 劉合

①新聞配事で知った 254 33.2％

②広報紙で知った 66 86％

③テレビで知った 133 174％

④他人から知らされた 140 183％

⑤本などで知った 10 13％

⑥墓本的知識として知
っている

102 13．3％

⑦知らなかった 35 4.6％

③その他（具体的に） 6 0．8％
●

無回答 19 2.5％

計 765 100．0%



(3)広報しうち

問11．市町村合併に伴う効果、住民の生活面での変化をどのようにイメージしていますか。

問12●あなたは、市町村合併の必要性についてどのよ
すか。（複数回答）

問15．合併を考えるとした場合、その範囲、構成、規模はどのよ
うなものが望ましいとお考えですか。

問16．具体的に市町村を構成する賜合としては、どれが適当だと
思いますか。

問13．問12で「合併を推進すべきと考える｣、「少なくとも合併を
検討する必要がある」と答えられた方にお尋ねします。市
町村合併を推進する必要について。（複数回答）

問17．市町村合併及びその検討を行う際、村に求めることは何で
すか。（複数回答）

問14．問12で「合併を検討する必要はない｣、「合併する必要はな
い」と答えられた方にお訪ねします｡合併する必要はない、
あるいは心配することは何ですか。（複数回答）

×その他

合併に関するアンケートでは様々な意見や要望もた

くさん寄せられました。ご協力ありがとうございます。
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副↓合
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回匹答｣ノ 割合

無

』
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II 雪

割;合
緯回答数

①自然環境の豊かさ 30 54％ 287 516％ 72 13.0％ 58 104％ 109 19.6％ 556

②災害からの安全性 63 113％ 248 446％ 53 96％ 73 131％ 119 214％ 556

③道路・交通の利便性 114 205％ 243 437％ 41 74％ 50 90％ 108 194％ 556

④上、下水道の整備 146 262％ 200 360％ 27 49％ 66 119％ 117 210％ 556

⑤子どもの教育環境 120 216％ 187 336％ 56 101％ 76 137％ 117 210％ 556

⑥福祉サービス 120 216％ 162 292％ 84 151％ 73 131％ 117 210％ 556

⑦保健・医療サービス 110 198％ 189 340％ 69 124％ 76 137％ 112 201％ 556

⑧日常の買い物の利便性 50 90% 312 561％ 25 45％ 47 85％ 122 219％ 556

⑨ごみの収集・処理 69 124％ 214 385％ 96 173％ 65 117％ 112 201％ 556

⑩スポーツ施設・活動 110 198％ 201 362％ 34 6 1％ 82 147％ 129 232％ 556

⑪産業活動 93 167％ 197 354％ 39 7 1％ 98 176％ 129 232％ 556

⑫雇用の場の確保 78 140% 185 333％ 85 153％ 86 155％ 122 219％ 556

⑬コミュニティー活動 92 165％ 185 333％ 67 121％ 83 149％ 129 232％ 556

⑭総合的な地域づくり 115 207％ 150 270％ 74 133％ 92 165％ 125 225％ 556

⑮行財政の効率化 130 234％ 118 212％ 84 151％ 96 173％ 128 230％ 556

⑯行政職員の能力向上 148 266％ 152 273％ 50 90% 90 162％ 116 209％ 556

⑰情報化の促進と普及 152 273％ 149 269％ 43 77％ 90 162％ 122 219％ 556

⑬自治体の知名度 91 164％ 174 313％ 58 104％ 110 198％ 123 221％ 556

計 1‘831 183％ 3,553 355％ 1,057 106％ 1,411 141％ 2,156 215％ 10,008

回 答 塗回塞数 劉 合

①合併を推進すべきと考える 91 10．0％

②少なくとも合併を検討する必要がある 179 198％

③合併を検肘する必要はない 56 62％

④村民の意向を優先すべきである 194 215％

⑤行政からの説明を聞いた上で判断する 170 188％

⑥多数恵見に従う 63 70％

⑦合併する必要はない 27 30％

⑧現在の時点では判断がつかない 61 67％

⑨わからない 19 2 1％

⑩その他（具体的に） 6 07％

無回琶 38 42％

『針い 904i 1000%

回 答 回書者数 劉 合

①2～4の市町村を単位とし、生活圏のつながり
の深い近隣同士

214 38．5％

②将来、市制移行を目指す人口規模 41 7．4％

③将来、地方の中核的な都市を目指す規模 43 7．7％

④現在ある広域圏を概ねの単位とする 46 8.3％

⑤合併に規模、エリア論を持ちこむことに無理が
ある

42 7．5％

⑥その他（具体的に） 10 1.8％

無回答 160 28.8％

計 556 100.0%

パ 引 夕 ・ －j．←ン 回窒者数 割合

①宵森県市町村合併研究会で公表したパターン
11市町村五所川原市、韻田町、木造町、森田
村、稲垣村、柏村、車力村、金木町、中里町、
市浦村、小泊村

60 10．8％

②つがる西北五広域連合の棡成市町村14市町村
”上記のパターン＋鯵ヶ沢町、深浦町、岩崎村

20 3.6％

③津軽北部広域事務組合の構成町村の範囲4町村
金木町、中里町、市浦村、小泊村

320 57．6％

④その他近隣市町村 55 9.9％

無回答 101 18.1％

計 556 100.0％

回 雪 塗回答数 割 合

①道路や下水道整備など都市基盤の向上 42 10．0％

②地域の産業や経済活動の活性化 97 229％

③保健・医原・福祉サービスの向上 101 239％

④ごみ処理など生活環境の向上 25 59％

⑤行政組織・機構の簡素化 60 142％

⑥甲鯛墾の交付・許可等行政手続の向上 9 2 1％

⑦ゆとりある財政の構築 72 170％

⑧わからない 6 14％

⑨その他（具体的に） 6 14％

無回筥 5 12％

､計 423 1000％回 答 塗圓筈数 劃
今
ロ

①合併に関する助言や惰報提供 207 18.4％

②住民の意向の十分な把握 272 241％

③近臘市町村との緊密な意志疎通 192 170％

④国、県に対する種種的な働きかけ 102 91％

⑤市町村間による合併協議会等の股壷 156 139％

⑥合併推進に取り組む民間団体等に対する支援 52 46％

⑦特にない 45 40％

⑧その他（具体的に） 9 08％

照回琶 91 8 1％

計 1,126 1000％

回 答 錨回答数 割合

①地域の個性や特色などまちづくりの特徴が失われる 21 148％

②地域による格差の発生、または格差拡大が生じる 21 148％

③住民の意見が反映されにくくなる 24 169％

④役場などの公共施設が遠くなり不便になる 41 289％

⑤行政のサービスの低下が予想される 15 106％

⑥地域の連帯感が薄れ、コミュニティーの崩壊が
心配である

7 4．9％

⑦旧村民の選挙等の住民対立が心配である 9 6．3％

⑧わからない 3 2 1％

⑨その他（具体的に） 0 00％

無回答 1 07％

肘 142 1000%



広報乙うら (4)

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
、

一
○
○
０
日
を
達
成

市
浦
村
が
一
月
二
十
九
日
付
け
で
、
田
端
智
明
県
警
本
部
長
か
ら
「
今
後

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
一
千
日
を
達
成
も
記
録
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
」
と

し
、
同
三
十
一
日
青
森
県
警
察
本
部
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
交
通
安
全
活
動
を
積

村
で
は
、
平
成
十
一
年
五
月
五
日
極
的
に
推
進
し
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

に
十
三
地
区
で
死
亡
事
故
が
起
き
て
一
千
日
に
貢
献
し
た
、
村
交
通
安
全

以
来
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
記
録
を
継
母
の
会
（
小
山
あ
ぐ
り
会
長
）
に
も

続
し
て
い
ま
す
。
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
長
、
県

県
警
察
本
部
長
室
で
行
わ
れ
た
感
藩
本
部
長
の
連
名
に
よ
る
表
彰
状
が

謝
状
贈
呈
式
で
は
、
市
浦
村
交
通
安
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

修
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

全
対
策
協
議
会
、
高
松
隆
三
会
長
に

一
○
○
○
日
達
成
！

｜
除
雪
は
お
ま
か
せ

薑
察
協
力
功
労
者
を
表
彰

金
木
高
・
市
浦
分
校

市
浦
村
か
ら
一
団
体
・
二
人
の
個
人
へ

除
雪
は
お
ま
か
せ

金
木
高
・
市
浦
分
校

金
木
高
市
浦
分
校
の
生
徒
た
ち

が
、
今
年
も
高
齢
者
世
帯
の
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

一
月
三
十
日
、
こ
の
日
は
前
日
か
ら

雪
が
降
り
続
き
、
大
雪
と
な
り
ま
し
た

が
、
手
際
良
く
除
雪
を
し
な
が
ら
、
高

齢
者
宅
を
巡
回
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

日
生
徒
た
ち
に
除
雪
を
し
て
も
ら
っ
た

佐
藤
ノ
リ
さ
ん
（
脇
元
）
は
、
「
高
齢

者
の
雪
投
げ
は
一
苦
労
。
本
当
に
助
か

り
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

’ "W

金
木
醤
察
署
（
斎
藤
靖
英
署
長
）

は
一
月
二
十
二
日
、
平
成
十
三
年
度

の
警
察
協
力
功
労
者
を
表
彰
し
ま
し

た
。

こ
の
表
彰
は
、
警
察
活
動
に
貢
献

し
た
団
体
や
個
人
を
表
彰
す
る
も
の

で
市
浦
村
か
ら
は
、
市
浦
村
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
坂
井
精
会
長
）
ほ
か

二
人
の
個
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

団
体
・
個
人
の
受
賞
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
市
浦
村
関
係
分
）

▼
団
体
市
浦
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
ロ
〈
云

▼
個
人
下
澤
國
一

小
山
内
千
津
子

I

修
警
察
協
力
功
労
表
彰
を
受
け
た
み

な
さ
ん
（
左
か
ら
坂
井
精
さ
ん
、

下
澤
國
一
さ
ん
、
高
松
村
長
、
小

山
内
千
津
子
さ
ん
）

住
宅
火
災
で
は
、
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
の
亡
く
な
る
比
率
が
全
体

の
五
○
％
と
大
変
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

今
後
、
高
齢
化
社
会
が
急
ピ
ッ
チ

に
進
む
こ
と
を
真
剣
に
考
え
、
み
ん

な
で
高
齢
者
を
火
災
か
ら
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

住
宅
火
災
の
主
な
出
火
原
因
は
、

暖
房
器
具
、
調
理
器
具
等
が
多
く
、

高
齢
者
を
と
り
ま
く
環
境
は
危
険
性

を
高
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
初
め
に
燃
え
だ
す
の
は
布

団
や
衣
類
な
ど
の
身
近
な
も
の
で
す
。

も
し
、
火
が
つ
い
て
も
燃
え
拡
が
ら

な
い
加
工
の
さ
れ
た
防
火
製
品
の
ご

利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

〆
ヨ

口
市
浦
村
に
お
い
て
は
平
成

十
三
年
四
月
二
十
五
日
に
磯

松
地
区
で
発
生
し
た
建
物
火

災
以
来
、
建
物
無
火
災
記
録

が
二
八
○
日
（
平
成
十
四
年

一
月
三
十
日
現
在
）
と
な
り

ま
し
た
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
こ
の
記
録

を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
防
火
対
策

L 段
一汗『一一一一一一一

も
っ
と
も
危
険
に
ざ
れ
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
の
防
火
対
策
は
容
易
で
あ

り
ま
せ
ん
が
、
高
齢
化
社
会
の
進
展

は
急
で
あ
り
、
防
火
対
策
も
急
が
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
防
火
対
策
と
し
て
は
、

左
記
等
が
あ
り
ま
す
。

＊
一
人
ひ
と
り
の
居
住
実
態
に
応
じ

て
、
必
要
な
こ
と
を
、
で
き
る
こ

と
か
ら
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

①
安
全
な
暖
房
・
調
理
器
具

②
布
団
、
衣
類
等
の
防
火
製
品
化

③
雪
報
装
置

④
自
動
消
火
装
置
等
の
整
備

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

む
く

肖
、
、

ノ

防

●

ネ

ツ

卜

ワ

I

ク
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教
育
委
員
会
で
は
、
一
月
二
十
二

日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
少
年
少
女
和
太
鼓
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
に
は
、
市
浦
小
児
童
十

五
人
が
参
加
。
和
太
鼓
を
初
め
て
た

た
く
参
加
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
基
本

心
を
育
て
る
教
育

少
年
少
女
和
太
鼓
教
室
を
開
催

か
ら
指
導
を
行
い
、
講
師
を
務
め
た

つ
が
ろ

和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
「
東
日
流
衆
」
（
伊

南
徹
組
頭
）
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な
指

導
も
あ
り
、
三
日
間
で
、
十
五
人
み

ん
な
そ
ろ
っ
て
、
音
を
奏
で
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
か
ら
は
、
新
学
習
指
導
要

領
の
実
施
に
伴
い
、
学
校
教
育
で
も

和
太
鼓
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
の
伝

統
音
楽
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
学
校
も
週
五
日
制
に
な

十
二
月
二
十
三
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「
親
と
子

手
づ
く
り
門
松
で
新
年
を

親
と
子
の
門
松
づ
く
り
教
室
に
師
組

り

▲親子、友達同士でにぎやかに門松をつくる

る
こ
と
か
ら
、
教
委
で
は
、
子
ど
も

達
に
よ
る
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
の
サ
ー
ク

ル
化
を
目
指
し
、
検
討
中
で
あ
り
ま

す
。の

門
松
づ
く
り
教
室
」
が
開
か
れ
ま

し
た
ｃ

毎
年
、
正
月
を
飾
る
風
物
詩
と
な

っ
て
い
る
こ
の
教
室
も
、
今
回
は
、

市
浦
小
第
二
学
年
の
親
子
レ
ク
ニ
十

一
組
の
参
加
も
あ
り
、
市
浦
村
門
松

の
会
（
吉
田
稔
会
長
）
の
皆
さ
ん
の

指
導
の
も
と
、
三
十
七
組
の
親
子
が
、

自
然
の
材
料
を
使
っ
て
、
和
気
あ
い

あ
い
と
門
松
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

門
松
の
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
村
の

公
共
施
設
な
ど
の
分
も
製
作
し
て
お

り
、
地
域
づ
く
り
に
一
役
か
っ
て
い

ま
す
。

▲日本を打つI?太鼓に親しむ子どもたち

太
田
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
集

会
所
な
ど
の
場
と
し
て
、
太
田
老
人

集
会
所
が
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

建
物
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
改
築
、

新
築
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
昨
年
の
小
学
校
統
合
に
よ

り
、
空
き
校
舎
と
な
っ
た
旧
太
田
小

学
校
を
一
部
改
修
し
て
、
太
田
公
民

館
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
各
種
行
事

や
会
合
な
ど
の
場
と
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

b凸症専Bパ
率

太
田
公
民
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

旧
太
田
小
学
校
を
一
部
改
修

窪
溌
渥
雷
葬
孵
よ
る
、
犬
毒
劣
辱
ソ
ひ
と
り
脅
廠
ｌ
と
患
の
す
な
や
ま

や
多
伽
妙
迦

岬

『
。
１
１
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
■
■
凸
■
Ｕ
１
日
日
日
Ⅱ
０
１
日
■
■
■
■
０
■
■
日
日
Ⅱ
０
■
０
Ⅱ
０
０

脚
本
・
講
出
／
大
関
弘
政
出
演
／
丸
山
有
子

蕊
岬
哩

》
辞ぎ

き
蕊

家
族
み
れ
な
で
い
力
が
ご
可
方

３
月
相
日
（
日
）
わ
ら
び
座
「
丸
山
有
子
三
人
芝
居

棚
棚
典
例
が
郁
々
邸
附
臘
鍋
拶
“
．
侭
侭
渓
剃
釦
吟
ご
い

ぴ
沙
謬
じ
ぴ
わ
ぐ
ん
祁
腿
当
理
暑
祁
普
な
逆
雫
宏
鞭
銚

博
峡
隠
儀
邸
塊
や
換
必
鼻
Ｊ
１
年
始
ぞ
Ｕ
と
侭
計
り
牝

漢
脚
い
俗
〆
鍬
幻
γ
獣

・
簡
騨
俶
泌
さ
統
綴
獅
尚
僻
繊
阪
傷
獄

〃必'ひ{噸）

…3局Z"日卿擬蝋：
附ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀー，ﾎーﾙ1

◆定価：ｵﾙらり幽制･固鋤燐叫秒鮪的檎鋤独肌公
◆蟹塑，凸岱1J､＊胸棚ｸｾW禽随駒 鷺繊頃』

あ伺い吉りせは
0ﾖ諏恢覗呂β門I》鯉献十三”皿j甫湛:識実､胃恥鞠史

7私切”守唾罰溺ﾉ．．‘

わらび聯釧溌鎚離蝋職謹

▲公民館で振興祭を開催
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嗣
実
剛
②
遺
跡
と
傭
”
し

河屍
催
心
鰯
に
、
ゞ
”

‐
Ｉ
’
卜
＃
〕

去
る
平
成
十
三
年
六
月
二
十
六
日

に
市
浦
村
相
内
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設

中
に
平
安
時
代
の
井
戸
跡
が
一
基
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
相
内
川
の

河
口
に
近
い
沖
積
地
で
、
周
り
一
帯

に
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

さ
か
こ
ん
な
田
ん
ぼ
の
真
中
か
ら
遺

跡
が
見
つ
か
る
と
は
想
像
も
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
新
た
に
実
取
②

遺
跡
と
名
付
け
ら
れ
た
遺
跡
調
査
の

概
要
を
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
三
湖
北
岸
、
現
在
の
相
内
集
落

繍翻…鰯鱈轆醗鑪雛鋤織

ｆ
令

跡
を

ロ
●

ロ

。
■
．

■

今
″
ｆ

マ
ハ
ロ
ロ
デ
。
Ｈ
・
Ｂ
ｒ
巳

◆
．
‐
＆
・
‐
・
ざ
●
・
旬

一

器
侭

■｝
Ｆ
口

》

｝
●

井

●
‐
世韮

『

た

》
●
●
◆
Ｇ
ｐ
●
Ｇ

文
》
：

■応

つ

甲も
】
０

Ｆ軍
擦
伴

,､,灘

州

－

よ
っ
た
き
や
ま
き
な
し

に
暮
ら
す
人
々
は
四
シ
滝
山
や
木
無

だ
け

な
か
や
ま

岳
と
い
っ
た
中
山
山
地
か
ら
派
生
し

た
小
高
い
台
地
上
に
生
活
し
て
い
ま

す
。

し
か
し
、
今
回
発
見
さ
れ
た
実
取

②
逝
跡
は
相
内
川
の
流
れ
が
十
三
湖

に
流
れ
出
る
河
口
に
近
い
沖
積
地
か

ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
一
帯

は
水
田
で
あ
る
よ
う
に
、
場
所
は
低

湿
地
に
当
た
り
ま
す
。
河
川
の
氾
濫

が
起
こ
り
得
る
場
所
に
遺
跡
（
古
代

の
生
活
跡
）
が
見
つ
か
る
と
は
予
想

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
相
内
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設

中
に
偶
然
に
も
木
枠
を
伴
っ
た
井
戸

跡
が
一
基
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
井
戸

枠
の
中
か
ら
、
北
海
道
を
主
要
な
分

誉
つ
も
ん
ど
き

布
圏
と
す
る
擦
文
土
器
が
た
く
さ
ん

出
土
し
ま
し
た
。

年
代
的
に
は
十
世
紀
後
半
～
十
一

世
紀
代
に
当
た
り
、
平
安
時
代
後
期

に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
古
代
の
津

軽
人
は
北
海
道
の
人
々
と
活
発
な
交

流
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。ま

た
、
井
戸
枠
の
中
か
ら
ト
チ
の

実
や
モ
ミ
な
ど
植
物
遺
存
体
が
多
く

出
土
し
ま
し
た
。
津
軽
平
野
を
開
拓

し
、
稲
作
に
従
事
す
る
人
々
の
姿
や

食
生
活
が
明
ら
か
と
な
る
資
料
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
県
内
で
平
安
時
代
の

▲出土した井戸跡

瀧 潮
､､

‐
爵 灘

Lー

単小嘩rｨ』稲

リ
モ
風
炉
刃

Ｐ
・
写
｝
雨
》
酌
奄

癖
》

鰻一弓
q風

早b

ー一再砿▲ロ■0

－．〒・甲

蕊厩.画
一

脾 Ⅸ!齢

砿

蝉．

涛帯‘歸嬢醤
『岬

‘W'|E

浸

一
最
後

現
在
、
相
内
実
取
地
区
で
は
、
ほ

し
ゅ
ん

場
整
備
事
業
が
竣
工
し
、
農
業
を
支

え
る
重
要
な
生
産
基
盤
と
し
て
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
は
腰
ま
で
浸

か
る
よ
う
な
湿
田
を
農
家
の
皆
さ
ん

木
枠
を
伴
っ
た
井
戸
跡
の
発
見
例
は

少
な
く
、
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
（
ち
な
み
に
平
安
時
代
の
井

戸
跡
は
ほ
と
ん
ど
素
堀
り
井
戸
で
す
。
）

そ
こ
で
現
在
、
出
土
し
た
井
戸
枠

の
保
存
処
理
や
年
輪
年
代
、
樹
種
・

種
子
同
定
作
業
を
進
め
、
遺
跡
の
実

態
を
さ
ら
に
進
め
る
作
業
を
し
て
い

ま
す
。

牢

鋤綴

に
▲発掘調査を行う関係者

L弓

ー

の
努
力
に
よ
っ
て
、
り
っ
ぱ
な
美
田

と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
一
般
に
は
江
戸
時
代

以
降
の
新
田
開
発
に
よ
っ
て
、
津
軽

平
野
一
帯
に
稲
作
水
田
が
始
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
の
考
古
学
の
成
果
に
よ
っ
て
、

津
軽
平
野
の
低
湿
地
で
平
安
時
代
の

集
落
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
津
軽
平
野
を
開
拓
し
、
新

田
を
開
発
す
る
努
力
は
平
安
時
代
の

人
々
の
手
に
よ
っ
て
、
す
で
に
始
ま

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

（
文
責
市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
榊
原
滋
高
）

■■

のザ
▲出土した擦文土器

且夢

み
と
り

実
取
②
這
跡
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信し,,ぐ気かい通
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5月

。｢ゴールデンウイークサービス」
期間：5月3日～6日
ビジターもAG無料体験

。｢春のイベントj
暖かくなるので屋外を利用した
イベントを予定

6月．

。｢麦茶の日サービス」

期間：6月1日
プール水のみ湯で麦茶サービ
ス

今
回
の
元
気
か
い
通
信
は
、
し
～

う
ら
ん
ど
海
遊
館
の
今
後
の
イ
ベ
ン

ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
も
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

I 4月

●｢新一年生キャンペーン」
期間：4月1日～6日
今年小專校に入る子供は50％
OFFで利用可能

。｢みどりウィーク」
期間：4月23日～27日
お客様の服装にグリーンが入っ
ていたら20％割引券プレゼント

9月8月上

。｢サマーホリデーキャンペーン」

期間：8月12日～15日
・ビジターへの運動プログラム
無料サービス及び先着100名
様には20％割引券をプレゼ
ント

。「ビーチクリーンデー」
（雨天延期）

期間：8月25日
・午前中に海岸清掃
・夜｢ちびっこ日焼けコンテスト」

7月

。｢七夕観賞会」

期間：7月7日(雨天中止）
・施設敷地内での七夕観臺

。｢海の日ビーチクリーンアップ」
期間：7月20日(雨天延期）

午後から脇元磯松地区を中
心としたビーチクリーニング
を行う

※参加特典あり

・第5回健康測定

期間：7月上旬

1.0月

。｢海遊館体育祭」

期間：10月14日
・元気海ブールを利用した競
技会など

。｢ハロウィーン」

期間：10月31日
・子供たちによる仮装パーティー

ン
が
盛
り
だ
く
ざ
ん
の
海
遊
館
か
ら

目
が
は
な
せ
ま
せ
ん
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
イ
ベ
ン
ト
を
活

用
し
て
、
ぜ
ひ
海
遊
館
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

。｢敬老の日特別サービス」

期間：9月15日
・65歳以上の高齢者は無料体験

③｢救急の日蘇生法講習会」
期間：9月9日・9月15日
・会員対象の心肺蘇生法講習会
を行います。

｜､その他の定期サービス11月
同
馴
側
困
剛
剛
ヤ
ツ
側
川
州
哩

《
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
》

★
３
月
吃
日
～
３
月
刈
日

期
間
中
カ
ッ
プ
ル
・
夫
婦
で
来
館

巳
凸
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ⅲ
１
１
１
１
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

。｢海遊館の日」

①毎月7日は先着20名(ビジタ
ー）までご利用半額

②運動プログラムを開放
③オプション30%OFF

・毎月6日アルゴの日
(50%OFF)

・毎月16日バンジエの日
(50%OFF)

。｢春期夏期限定トリートメント」
期間：3．4．5．7．8．9月

。「2thアニバーサリー」

期間：11月2日～3日
・村を上げての合同イベント

。｢ボジョレー解禁パーティー」
期間？11月下旬
・皆様とボジョレー解禁を祝い
ましょう

ヤ
ン
ペ

◎イベントキャンペーンスケジュールは年間行事予定として会員のみなさんに配りたいと思います。

さ
れ
た
女
性
は
八
○
○
円
に
て
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

さ
ら
に
、
十
四
日
は
来
館
さ
れ
た

全
て
の
女
性
に
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
お
返

し
に
海
遊
館
に
誘
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

★
３
月
６
日
ア
ル
ゴ
パ
ッ
ク
の
日

★
３
月
旧
日
バ
ン
ジ
ェ
の
日

こ
れ
以
外
に
も
急
暹
行
う
サ
ー
ビ

ス
も
ご
ざ
い
ま
す
。
海
遊
館
で
は
こ

の
よ
う
に
毎
月
色
々
な
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
是
非
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
状
況
に
よ
り
予
定
が
変
更

と
な
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

、／

お
詫
び
と
訂
正

昨
年
十
二
月
号
広
報
し
う
ら

「
元
気
か
い
通
信
そ
の
皿
」
ミ
ス

海
遊
館
コ
ン
テ
ス
ト
の
写
真
の
氏

名
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
い

氏
名
は
左
の
と
お
り
で
す
。
関
係

者
の
み
な
ざ
ん
に
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

【準ﾐｽ海遊館Dqこぎ謹遊館】

W
野呂陽子さん工藤美賀子 さん

ノ、
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資源ごみ分別リサイクルについては、一昨年4月
1日から始まり2年が経過しようとしています。
村民各位のご協力により大きな混乱もなくスムー

ズに実施されているところです。
しかし、一部ではありますが、いまだに各地区集

積場所に残されているものもあります。
つきましては、下記により事例を紹介しますので

お気付きの方は、集積場所に置いたままにならない
ようにご注意ください。

間違ったごみの出し方の事例 隙 ■ぞ

指定袋及び新聞、雑誌、段ボール・粗大ごみに地区名、氏名が
記入されていない。

空き缶・びんペットボトルが同じ袋に入られている。

空き缶の水洗い、水切りが不十分。

びん、ペットボトルにブタを付けたまま出している。

雨天時でも新聞、雑誌、ダンボールを出している。

燃やせないごみに空き缶、びん、ペットボトルの混入が目立っ
てきている。

粗大ごみを指定曜日以前から出している。

家電リサイクル法の対象品目（テレビ・冷蔵庫・洗濯機エア
コン）を粗大ゴミとして出している。

１

２
３
４
５
６

７
８

‘‘’
師『垂

諦 ＊お問い合わせ＊・役場住民福祉課公62－2111内線31．33番

、戸
1 －津軽ラクニカー

期間従業員募集11
老人外来医療の定率上限箒の
引き上|ブについてのお知らせ

津軽テクニカは昭和59年2月創業、五所川

原市の東芝メディア機器㈱子会社としてパソ

コン周辺機器(DVD-ROM)製品を主体に世

界へ向け製造、出荷している工場です。

…女吾若干名

－18歳~35歳まで
時給700円(日額5,600円）

‐通勤手当当f鰕型冒圭量
（送迎バスあり）

鯉躍3樵品1割500

睦罰圏急患霧農髻蟄望D-ROM)
《未経験者可》

土曜日曜祭日壹季年末年始

…・王座型鰡月Z殴り
・毎週月曜日～金曜日
●AM10:00～PM3:00まで

※自筆の履歴書をご持参下さい。

平成14年4月1日から老人外来医療の定率上限が下

記のとおり改定されますのでお知らせします。１
１

ｌ
〃
皿

改定後
三MgFj唾罹昌娠

囮定率一割負担としている診療所又は
許可病床数200床未満の病院

①院外処方が行われた患者の場合

１
１

・月額上限

②院内処方又は処方なしの患者の場合

●月額上限

園許可病床数200床以上の病院

①院外処方が行われた患者の場合
・月顎上限

１
１
可
。
■
Ⅱ
０
Ｆ

ﾄ

ﾛ

I

②院内処方又は処方なしの患者の場合
●月額上限

囹定額制を選択している診療所

※同一の月において、同一の診療所に対する一部負
担金の支払は4回を限度

I囹定率一割負担としている訪問看護ス
テーション

－ 趣 珊
囮定額制を選択している訪問看護ステ

一ション
株式会社津軽テクニカ64

」（
において、同一の

基本利用料の支払
訪問看護ステーション
は5回を限度

※同一の月

する 総務担当松橋公62－3320に対

」

Ic)I

蟇PE掲
一 ■

現 一一

一---‐■毎､必麺
・ 行 漉

1，600円

1，600円

医療機関

調剤薬局

1，500円

1，500円

3，200円医療機関 3，000円

2，650円

2，650円

医療機関

調剤薬局

2，500円

2‘500円

5，300円機関 5，000円

1日につき 800円 850円

3，200円月額上限 3，000円

1日につき 600円
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市浦村の人口と世帯数平成'421現在

「
１
－
可
■
■
■
Ｐ

会
て

一
社
い

イ
の

う
例

刻
事動

しジ
活

Ｐ
、
叩
凹’ ］

会五所i川原県税事務斯からのお知
《愛重鋤注所変更忘れ庭いま粒鰄N

|らせ
》

エイ
参力［
工
参

自動車税の納税通知書は、4月1日現在の自動車登録
により作成されています。
引っ越しなどで住所が変わった場合は、陸運支局で住

所「変更登捌の手続きが必要となります。3月中に住
所変更登録ができない事情がある場合は、次のいずれか
の方法等で県税事務所までお知らせください。
1．各市町村住民課窓'。にある住所変更届(ハガキ)を県
税事務所に郵送する。

2．県税ホームページ上の「自動車税住所変更届」から
入力する。ホームベージアドレス:1111p:"www.pIefao!1101･ijp/zeilnll/

3．最寄りの県税事務所まで、電話で知らせる。
なお、変更登録の手続きについては、陸運支局におい

て行ってください。
’お問い合わせ先
東北運輸局青森陸運支局丑017-739-1503
五所川原県税事務所納税課公34-2111

内線210．211

いきいき高齢者募集中1

内閣府ではエイジレス・ライフ（年齢にとらわれず自
らの責任と能力において自由で生き生きとした生活を送
る）を実践している高齢者、地域で社会参加活動を積極
的に行っている高齢者のグループを広く紹介し、既に高
齢期を迎え、又はこれから迎えようとする世代の高齢期
における生活の参考としてもらうために、これら活動事
例の募集を行っています。平成13年度は、脇元もや焼陶
芸クラブが社会参加活動に決定しています。
◆募集する活動事例
①エイジレス．ライフ実践者

下記のいずれかを実践している概ね65歳以上の方

･過去に培った知識や経験を活かし、高齢期の生活で社会に
還元し活躍している

・中高年から一念発起して、物事を成しとげた

o壮年期において達成した地位や対面などにとらわれること
なく、高齢期を新しい価値観で生き生きと生活している

・自らの努力、習練等により、優れた体力・気力等を維持し
ている

。地域社会のなかで、地域住民のリーダーやコーディネーや
－的な役割を発揮し、牛き熊きと生活している

〆

東北電揃!か愚の溺瓢‘騒越 II
★東北電力社員を装った「漏電調査の訪問」について
県南において、当社社員を装った不審な男性がお客さ

ま宅に無断で侵入するという事例が発生しましたのでお
知らせいたします。し1月18日午前9時頃、田子町内に
お住まいのお客さま宅に、グレーの作業服上下を着た30
～35歳くらいの男が無断で上がりこみ、これに気づいた
お客さまが問いただしたところ、「東北電力だが、漏電
しているとのことなので調べにきた」と言って何もせず
に帰ったというものです。このため、幸いお客さまへの
被害は生じておりません。b当社では、漏電などの調査
については、お客さまからのご依頼にもとづき実施して
おり、当社作業員は社名入りの青色のユニフォームを着
用するとともに、身分証明証を携帯しております。’な
お4年に1度、定期調査のため(財)東北電気保安協会がお
伺いしておりますが、同協会の調査員は薄い緑色のユニ
フォームを着用しております。似今後、他の公益事業者
や警察当局とも連携をとるとともに、各市町村の広報紙
へ注意喚起の記事掲載をご依頼するなど、被害の未然防
止に努めていくこととしております。

②社会参加活動
積極的な活動を通じ、社会とのかかわりを持ち、生き

生きと充実した生活を送っている概ね65歳以上の方が中
心となって術成しているグループ等（10名以上）
【活動分野】趣味、教育・文化、福祉・保健、健康・ス
ポーツ、生活環境改善、地域行事・自治会、生産・就
業(起業を含む)、安全管理・その他

◆推薦方法役場住民福祉課に3月29日㈱までに推薦す
る氏名又はグループ名､活動内容がわかるものを提出。

◆紹介事例の決定等内閣府に都道府県・指定都市及び
高齢者関連団体から推薦のあった事例について、選考
委員会に意見を聴取し、内閣官房長官が決定します。
決定した事例については、書状と記念の楯を授与しま
す。

◆紹介方法決定した事例については、国民に広報を行
います。また、「心豊かな長寿社会を考える国民の集
い」において事例の紹介を行います。

しお問い合わせ先
役場住民福祉課民生係公62-2111内線71

-県内の交通事故概況
青森県交通対策協議会

〆

II鰄景獺鰯確葱驚浩は自翁羅書い翻鑛鋤に

★平成13年分の所得税の確定申告は、平成14年2月16日
から始まっています。

申告書は自分で書いて、できるだけお早めに提出して
ください。また、出来上がった申告普は郵送でも提出で
きます。
出足良いスタートで、申告・納税スッキリ完了！ I｜（)内は前年。累計は1月から。 、

Cハ

大字名

相内

桂川

太田

脇 元

磯松
一
一
一

計

前月人口

1,188
61

250

519

301

779

3,098

人口

1,192
61

254

521

301

776

3.105

世帯 数

414

22

85

202

108

258

1,089

発
生

死
者

傷
者

12月中

863件

(985）

7人

(9)

1,088人
(1,193）

年累計

9,450件
(9,191）

110人

(128）

11.927人

(11.490）

死
者
の
状
坐

飲酒運転による死者

高 齢 者
～65歳以

の死者
上の人～

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者

非藩用死者

蒲附していれば助
かったと思われる人

15

(25）

43
(55）
56

(74）

畠）
12

(17）
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健 康

⑩

★
食
べ
も
の
を
選
択
で
き
る
能
力

豊
食
で
あ
る
現
代
こ
そ
、
元
気
な

体
を
作
る
た
め
に
多
く
の
食
べ
物
か

ら
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
能
力
が
大
切

で
す
。 最

近
で
は
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な

い
子
供
が
増
え
て
い
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。
加
え
て

大
人
の
病
気
で
あ
っ
た
生
活
習
慣
病

が
子
供
た
ち
の
世
界
ま
で
広
が
り
、

「
食
生
活
の
乱
れ
」
に
よ
る
体
や
心

の
ト
ラ
ブ
ル
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
、
子
供
た
ち
が
自
分
で

自
分
の
健
康
を
守
り
、
豊
か
で
す
こ

や
か
な
食
生
活
を
送
る
能
力
を
育
て

よ
う
（
必
要
な
食
べ
物
を
選
択
す
る

能
力
や
食
文
化
、
食
事
の
マ
ナ
ー
を

し
よ
く
い
く

学
ぶ
機
会
等
）
と
い
う
『
食
育
』
が

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

倉
倉
、
③
畠

★
自
分
で
料
理
で
き

る
能
力

料
理
を
作
る
こ
と

は
、
子
供
た
ち
の
創

造
力
や
自
信
を
育
て

ま
す
。
そ
し
て
、
将

来
の
自
立
に
も
欠
か

せ
な
い
こ
と
で
す
。

食
卓
の
準
備
か
ら
手

伝
わ
せ
る
習
慣
が

「
子
供
の
自
立
」
を

促
し
ま
す
。

ま
で
の
「
育
ち
」
を

知
る
こ
と
は
、
食
べ

物
に
も
命
が
あ
り
、

食
に
つ
い
て
の
感
謝

の
気
持
ち
を
知
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

★
食
べ
物
の
大
切
さ
を
知
る
能
力

食
べ
物
が
食
卓
に
運
ば
れ
て
く
る

★
味
が
わ
か
る
能
力

「
味
覚
」
は
幼
い
頃
に
決
ま
っ
て

い
き
ま
す
。
家
庭
の
味
Ⅱ
お
ふ
く
ろ

の
味
が
、
そ
の
子
供
の
食
生
活
の
将

来
に
わ
た
り
大
き
く
影
響
す
る
の
で

｛
９
ｏ

味
覚
を
育
て
る
に
は
、
色
々
な
物

を
食
べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ｒ
Ｆ
ｂ
■
０
，
Ｌ
Ⅱ
凸
ｑ
一
■
月
■
岳
ｒ
Ｐ
Ｌ
Ｄ
Ⅱ
■
６
１
口
Ｂ
Ｔ
《
■
Ｆ
且
ｂ
ｑ
ｌ
Ｐ
■
Ⅱ
Ⅱ
乃
々
４
０
５
９
０
』
■
タ
会
▲
■
日
■
８
．
ｐ
も
。
ｐ
け
ｂ
Ｏ
ｐ
Ｆ
砂
酢
い
■
畷
■
画
酢
阜
ｕ
ｒ
脚
酔
い
評
山
手
画
ｎ
匹
ロ
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｆ
リ
リ
ド
便
ｒ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
ｒ
Ｉ
‐
０
１
１
１
１
１
０
ト
ー
レ
レ
Ｉ
Ｄ
０
１
１
ｐ
Ｄ
印
Ⅳ
Ｂ
町
田
Ｉ

食

青
の

す
す
め

★
望
ま
し
い
食
生
活
習
慣
を
実
践
で

き
る
能
力

団
ら
ん
を
持
っ
て
囲
む
食
卓
は
、

子
供
た
ち
の
心
を
満
た
し
、
育
て
ま

す
。
食
べ
る
こ
と
の
楽
し
み
、
安
心

す
る
家
庭
の
場
、
あ
い
さ
つ
等
、
子

供
時
代
に
し
み
込
ま
せ
て
あ
げ
る
こ

と
で
そ
の
能
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

「
食
育
」
と
い
う
新
し
い
視
点
を

と
お
し
て
、
子
供
た
ち
へ
伝
え
、
育

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
お
誕
生

ふ
う
と

佐
藤
楓
人
（
相
内
）
勝

み
く

植
野
未
来
（
太
田
）
幸

Ｉ
し
ゆ
守
り
い
歩
宅

工
藤
秀
一
（
太
田
）
秀

せ
い
ら

秋
田
谷
星
良
（
相
内
）
公

せ
い
や

相
坂
青
哉
（
十
三
）
孝

み
う

相
坂
美
羽
（
十
三
）
孝

ひ
か
る

八
木
田
光
（
相
内
）
一 ！

一一～一一－一一多一一

I!鳥三 大成外鎌相田塩成柏中

戸籍の
▼
ご
結
婚

野
健
司
（
板

谷
志
穂
（
相

田
一
寛
（
脇

原
麻
子
（
埼

中
和
彦
（
平

坂
陽
子
（
十

田
典
和
（
東

崎
富
士
子
（
脇

田
泰
平
（
脇

川
奈
緒
子
（
平

和
寿
彦
（
脇

田
実
穂
子
（
茨
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▼
お
く
や
み

丸
山
ま
つ
（
太
田
）
剖
歳

石
岡
治
（
脇
元
）
唾
歳

加
納
フ
ミ
エ
（
十
三
）
師
歳

秋
田
谷
多
喜
郎
（
相
内
）
鎚
歳

山
田
ミ
ト
リ
（
脇
元
）
ね
歳

唐
川
佐
一
郎
（
相
内
）
釦
歳

葛
西
た
よ
（
脇
元
）
蛇
歳

相
川
賢
次
郎
（
十
三
）
錦
歳

三
月
末
ま
で
に
、
市
浦
村
独
自

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
ま

す
。
（
現
在
校
正
作
業
中
で
す
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
村
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
、
十
三
湊
遣
跡
情
報
、

さ
ら
に
は
、
い
つ
で
も
情
報
が
更

新
で
き
る
優
れ
た
ソ
フ
ト
も
備
え

て
い
る
の
で
、
最
新
情
報
を
瞬
時

に
提
供
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。

リ
ン
ク
（
他
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
の
連
結
）
も
ト
ー
サ
ム
、
市
浦

小
学
校
、
近
隣
市
町
村
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

完
成
し
ま
し
た
ら
、
広
報
等
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
を

お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
三
不
）

⑤
⑭
⑥
③


